
うみねこプランの目的と位置づけ

計画 算定対象

区域施策編 地方公共団体等の区域内の温室効果ガス

事務事業編
地方公共団体等の事務事業に伴う温室効
果ガス

｢うみねこプラン｣とは……

➢八戸市地球温暖化対策実行計画

「事務事業編」の通称

➢八戸市の事務事業に伴う温室効果ガス

排出量を削減する計画

八戸市地球温暖化対策実行計画の種類



改定の理由と新たな削減目標

国 青森県 八戸市

区域施策編
▲46% ▲51.1% ▲50%

2013→2030年度 2013→2030年度 2013→2030年度

事務事業編
▲50% ▲50% ▲6.1%

2013→2030年度 2013→2030年度 2018→2030年度

▲50%

2013→2030年度

現行の削減目標は、
国や県の各種目標や
市の区域施策編の目標に整合しない
⇒新たに目標を設定！

温室効果ガスの削減目標比較



温室効果ガス排出量の現状と削減目標の比較
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（t-CO2） 温室効果ガス排出量の現状と削減目標

温室効果ガス排出原因を分析、
削減のための取組を的確かつ効果的に実施する必要！

2013年度比
▲50％へ！

▲1.8％



二酸化炭素
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温室効果ガス排出量の現状分析
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電気及びA重油の使用に伴う二酸化炭素排出量削減に取り組む！



温室効果ガス排出量を削減する取組

～ 排出量削減のための２本の柱 ～

（柱１）エネルギー使用量の削減：省エネ

（柱２）エネルギーの脱炭素化 ：再エネ

エネルギー
使用量の削減

へらす

エネルギーの
脱炭素化

つくる

か う

目標の達成に必要な
エネルギー削減量

省エネと再エネの
両方向からの取組が必要！



目標達成に向けた具体的な取組
（柱１）「エネルギー使用量の削減」に係る取組

①既存施設の省エネ対策

■高効率設備等への更新、L E D化等

②環境性能の高い施設の整備

■ Z E B化の検討、推進等

（柱２）「エネルギーの脱炭素化」に係る取組

①再生可能エネルギー設備の導入

■太陽光発電の可能性調査に基づき可能な限り設備を導入

②再生可能エネルギー電力の調達

■省エネ対策や太陽光発電設備導入による

不足分を調達でカバー（調達指針を別途策定）

③次世代自動車等の導入とゼロカーボンドライブの推進

（その他の取組）

①地域における排出量削減に寄与する取組

■水道使用量、廃棄物排出量の削減

②吸収作用の保全・強化のための取組

■森林整備と保全、

公園、道路、公共施設等での都市緑化



計画の推進体制

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見・助言 

調査・提案等 報告等 

指示等 提案・報告等 

提案・報告等 

報告等 ＜環境管理委員会＞ 

 次長級職員で構成。計画の策定、推進、進行管理、見直

し等に関する庁内横断的な検討、協議、調整等 
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指示等 プロジェクトチーム 

   

＜八戸市全部局＞ 

所管する施設や事務事業に関する温室効果ガス削減に

向けた取組の検討、協議、実施、調査、報告等 

庁議
プランの策定、
変更、経過報告と
指示等

プロジェクトチーム
既存施設の省エネ対策を進めるために、
庁内横断的な技術職員によるプロジェクトチームを結成し、
施設に応じた具体的対策を検討、実施

計画の推進体制
※主な変更点


